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グラウンドの照明を修繕

みさきネット設備更新 今年度から３ヵ年で着手
6月4日～15日まで定例議会・6月29日に臨時議会が　招集され一般会計補正予算など20件の議案が議決されました。

森林整備の活動を支援

　民有林の管理者を確認するための調査を実
施する。
〔林業振興費　５９１万円〕

　柵原総合グラウンドの照明機器１基が老朽化
したため修繕する。
〔体育施設運営費　１４５万円〕

人 
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員 

発 

議

池
上
副
町
長
の
選
任
に
同
意

　

副
町
長
の
選
任
が
提
案
さ
れ
、
賛
成

多
数
で
同
意
し
た
。
任
期
は
平
成
34
年

６
月
30
日
ま
で
の
４
年
間
。
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独
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例
の
一
部
改
正
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みさきネット設備更新 今年度から３ヵ年で着手
6月4日～15日まで定例議会・6月29日に臨時議会が　招集され一般会計補正予算など20件の議案が議決されました。

みさきネット設備を全面改修 町有住宅を解体撤去

【６月２９日臨時議会】
　みさきネットの設備が老朽化したため全面的に改
修工事を実施する議案が提案され、賛成多数で承
認された。３０～３２年度の３年計画で整備する。

〔契約先〕
　富士通ネットワークソリューションズ㈱
　　　　　　中国支店

〔契約金額〕
　１５億１,０９２万円
　　（内消費税額　１億１,１９２万円）

　町有の木造住宅１棟が老朽化したため建物
の解体撤去工事を行う。
〔住宅管理費　５４５万円〕

6月議会
でこんなことが
決まりました

意見の分かれた議案

○は賛成　　×は反対

（議長は裁決に加わりません）

貝
阿
彌
議
員

松
島
啓
議
員

山
本
議
員

岩
野
議
員

江
原
議
員

金
谷
議
員

松
田
議
員

林
田
議
員

左
居
議
員

延
原
議
員

形
井
議
員

松
島
幸
議
員

藤
井
議
員

山
田
議
員

議案第７８号
美咲町長等の給与及び旅費に関する
条例の一部改正

議
長 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ×

議案第82号 副町長の選任 議
長 × × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × × ○

議案第83号
みさきネット施設改修工事請負契約
（6月29日臨時議会）

議
長 × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ × ×

請願１号
公民連携まちづくりに伴う地形測量、
土地鑑定委託料に伴う請願書

議
長 × × × × × × × × × ○ × × ○

請願２号
聴取確認書の検証と林田議員、貝阿彌
議長の処分を求める請願書

退
席

議
長 ○ × × × × 退

席 ○ × × × × ×

【議案に対する討論】

［議案第78号］ 
美咲町長等の給与及び
旅費に関する条例の
一部改正

［反  対］
一連の騒動を引き起こした道義的責任は町長の給与を減額した程度で取れるものではない
よって条例改正案に反対する

左居議員
松島啓議員
山田議員

［賛  成］
法的責任はないが道義的責任を認めて町長自ら判断した行動は尊重すべきである
よって条例改正案に賛成する

延原議員



4美咲町議会だより  No.53  ＜2018.8＞

総務・産業常任委員会からの報告
総務・産業常任委員会は、総務課、まちづくり課、情報交通課、税務課、徴収対策室、上下水道課、建設課、
産業観光課が所管する予算その他の案件について審議を担当しています。
委員長／山本宏治　副委員長／延原正憲　委員／山田雄二、松島幸一、松田英二、岩野正則、松島　啓の7人
で審議しています。

　町内の産業振興の研修を行うた
め、柵原地域のエコシステム山陽
㈱、中央地域の㈲美咲ファーム、旭
地域の江与味製材㈱をそれぞれ視
察した。
　各企業においては、人材の確保
が一番の課題となっており、官民一
体となった解決策が望まれる。

委 員 会 の活動

【上下水道課】
雨水処理の施設を整備

【建設課】
柵原に残土処理場を整備
新しい残土処理場はどこに作ら
れるのか。
柵原地域のエイコンパーク
の隣に約7万㎥を埋め立てる
施設を整備する予定にして
いる。

問

【情報交通課】
中学生のバス利用を100円に
町が運行しているバスの中学
生の利用料金が下がるのか。
町が共同運行しているバスを
中学生が利用する場合、社会
体験を促すことを目的に7月
20日～8月31日の期間限定
で料金を100円とする。

問

答

答

柵原公共下水道の予算1,740
万円は何をするのか。
吉井川が増水した時に内側に
溜まる雨水を処理する施設を
藤原地内に整備する。

問

答

【総務課】
7月から政策推進監が就任

【まちづくり課】
飯岡コミュニティ駐車場を舗装

新たに就任する政策推進監
とはどのような人物なのか。
国の地方創生人材支援制度
によって総務省に所属する
29歳の幹部候補生を今年7
月から2年間派遣してもら
うこととなった。

財産一般管理費250万円は
何のための予算なのか。
飯岡コミュニティハウス駐車
場のアスファルト舗装が劣化
したため、全面をやり直す。

問 問
答 答

【産業観光課】
森林経営管理の情報収集
森林整備地域活動支援対策事
業とはどのような内容か。
来年度から森林の経営管理が
所有者に義務付けられる。こ
のため森林所有者の意向調査
など情報収集を実施する。

問

答

吉ケ原地内  エコシステム山陽㈱



5 みさき

◎エコシステム山陽㈱

◎㈲美咲ファーム

◎江与味製材㈱

　エコシステム山陽㈱は、廃棄物処理・土壌浄化・
リサイクルの分野で高いトータルサービスを提供
し、廃棄物を無害化・減容化する中間処理におい
て中核的な役割を果たす拠点企業です。

　㈲美咲ファームは、一歩先をいく食品衛生管理
により安全で高品質な卵を提供し、人と地球にや
さしい環境との共生を考えた循環型農業を目指す
企業です。
　美咲町の「たまごかけごはん」はここから始まり
ました。

　江与味製材㈱は、国産材の可能性を真剣に考え、
生み出された木材を最大限に活かし、持続可能な
林業に取り組むことで多くの雇用を生み地域の発
展に貢献する企業です。
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総務・産業常任委員会からの報告

委 員 会 の活動

◎通信事業ネットワークで住民の一体感醸成

◎地方創生時代を議会がリードする

　本町の課題である通信事業ネットワークの取り組みについての研
修を行うため、平成30年4月24日に徳島県阿波市役所を視察した。
　阿波市は、住民の一体感醸成を図る手段として合併当初から市内
全域へのケーブルテレビ網整備に力を注いでいたが、約3カ年の期
間と42億円の事業費をかけて高速・大容量での伝送が可能となる
GE–PON方式を採用した通信事業ネットワークが完成した。本町に
おける「みさきネット」設備更新事業において阿波市と同じくGE–
PON方式の採用を目指していることから今回の行政視察となった。
　この事業には阿波市の総世帯数の92.3％にあたる1万4113世帯
が加入しており、光幹線の総延長は約69万m。各幹線を統括するサブセンターが４カ所設置されており、これら
の施設保守・点検、維持管理、自主放送の制作などを指定管理業務として委託。年間2億円の経費を支出してい
る。このほかに本町では取り組まれていないが IRU通信事業者と契約しインターネット環境の拡大を進めている。
　本町では今年度から3カ年計画で「みさきネット」の大規模な更新事業を進める予定だが、施設整備にあたって
は課題となっている施設の保守・点検・維持・管理、さらには次の更新費用も視野に入れた方針を示さなけれ
ばならない。

　全国の市議会議員・町村議会議員で構成する「ロ
ーカル・マニフェスト推進地方議員連盟」が主催す
る《全国地方議会サミット２０１８》が早稲田大学大
隈記念講堂で開催された。
　「議会のチカラで日本創生」と題した研修会で
は、著名な講師陣によって、◇地方議会から日本を変える◇地方創生の展望◇地方創生時代に求められる議会
力◇議会力強化のための議会事務局の変革◇地方創生をリードする議会へ◇政策を実現する議会へ◇海外の

議会制度から議会の多様性を考える◇多様性のある議会に向けた
実践と課題　などの講演やパネルディスカッションが行われ、さら
に地方創生に取り組む各地方議会からの先進的な議会改革の事例
集が報告された。
　少子化・高齢化・人口減少など深刻な課題が全国の自治体に突き
付けられている中で、議決権を持つ議会は魅力的な地域づくりを行う
ための重大な責任と豊かな可能性をもっている。地方創生時代を議
会がリードするためには議会の役割である［監視機能］［民意吸収機能］
［政策立案機能］をより充実・強化させることが求められている。

北川正恭
早稲田大学名誉教授

片山善博
早稲田大学教授

中林美恵子
早稲田大学教授

江藤俊昭
山梨学院大学教授

廣瀬克哉
法政大学教授

阿波市役所会議室

早稲田大学大隈記念講堂
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【保険年金課】
地域交流事業費を減額

【福祉事務所】
生活保護基準額引き下げ

【健康推進課】
ほほえみの湯施設運営の検討

【教育総務課】
嘱託職員を増員

介護予防地域交流活性化事
業費が380万円減額された
のはなぜか。
通いの場の改修、備品購入費
など前年度実績額の確定によ
り減額した。

生活保護臨時管理費194万
円の内容は何か。
生活保護法の改正により、全
国一斉の業務データシステム
改修にともなう費用。

ほほえみの湯についての見
通しは。
現在、公衆浴場として運営し
ているが、特殊な設備なの
で、近くの業者に修繕を依頼
できず、高額につき今後の運
営について検討している。

人件費253万円の増額はな
ぜか。
教育総務課の事務職員、１名
を嘱託職員として増員した
ため。

問

問

問

問

答

答

答

答

【住民課】
町有木造住宅を解体

【生涯学習課】
グラウンド照明を改修

町有住宅管理臨時管理費５４５
万円の使途は。
町有木造住宅（柵原地域）の、
老朽化が著しいため、解体す
ることとした。

体育施設運営臨時管理費の
145万円の使途は。
柵原総合グラウンドの照明機
器の電球が切れているため、
1基全ての電球を取り替える。

問

問

答

答

民生・教育常任委員会からの報告
民生・教育常任委員会は、住民課、保険年金課、健康推進課、福祉事務所、教育総務課、生涯学習課が所管す
る予算その他の案件について審議を担当しています。
委員長／金谷髙子　副委員長／形井　圓　委員／藤井智江、左居喜次、林田　実、江原耕司、貝阿彌幸善の
7人で審議しています。

　中央地域の新城自治会が行っている
「朝談カフェ」を視察しました。
　地域の人たちが顔を合わせ、談笑する
ことで、認知症予防にもなり、そこに集
った人はもちろん、地域全体のまとまり
を強くしている。

※その他の視察先
　柵原吉ケ原地区の「みいちゃんの家」

新城地内
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◎子どもたちの健全な発達のために

◎地域の活力となる学び舎を目指して

　義務教育学校の制度を調査することを目的として、議員９人で
構成する美咲町議会柵原地域学校等建設特別委員会を設置し３
月以降３回の委員会を開催した。
　第４回委員会では、「全町的な児童・生徒の体力測定数値」と
「学校施設の施設修繕及び改修工事の状況」の調査を実施し、子
どもたちの体力状況と学校施設の現状把握に努めた。
　第５回委員会では、「全町的な児童・生徒の通学状況」と「学校
建設に係る国庫補助金」について調査を実施し、通学の安全性と
財源確保の状況を確認した。

　第６回委員会では、「既存施設跡地活用」と新町建設計画・第二次振興計画・過疎計画など「各種計画書の
策定状況」についての調査を実施し跡地施設の活用方法や各種計画書の内容確認を行った。
　今後は、調査内容の中間的なまとめ、先進施設への視察・研修、跡地活用の方策検討、総合的な教育環境
についての協議など、本町に適した学校教育の研究と児童・生徒の学力および学習意欲の向上、生活環境の
改善、健全なる心身の発達に寄与するため最善の方策を探るべく委員会を開催する予定である。

　義務教育学校の先進地に学ぶため、鳥取市立湖南学園（児童
98人、生徒47人）を視察した。
　湖南学園ができた経緯は、湖南地区では少子化が進み、統廃合
により地域から中学校が無くなると、地域の活力が低下するという
声が大きくなり、地域懇談会を開いて地元から動き出し、「地域に
生きる活力ある学校づくり」を目標に研究が進められた。
　それを受けて鳥取市は児童・生徒の減少に対して義務教育を
一体としてとらえる施策を打ち出し、鳥取市小中一貫校推進事業
を始めた。
　１６年度に小中一貫研究会を立ち上げ、１７年度には検討委員会を設置し、委員も増員してアンケート調査を行
い、１８年度に検討委員会として報告書を市教育委員会に提出。平成２０年度に隣接型小中一貫校を開校し、文
部科学省教育課程特例校認可を受ける。平成２１年度に一体型校舎による小中一貫校を開校し、平成３０年度に
義務教育学校としてスタートした。
　本町委員からの「小中一貫で転入があったか」という質問に、小規模転入制度で最初は６人だったが現在は２７
人の転入があり、湖南学園の教育が注目されているという回答があった。
　美咲町からのたくさんの質問に１問ずつ丁寧に回答していただき、義務教育学校を開校した際はぜひ交流を、
というエールをいただいた。

柵原地域学校等建設特別委員会からの報告

教育委員会から説明を聞く

活力ある学校を

委 員 会 の活動
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組合議会の報告組合議会の報告組合議会の報告
組合議会とは、行政上の目的別に他の市町村と共同で事務処理を行い、
目的の事業を効率的に行う団体組織

岡
山
県
北
森
林
・
林
業

活
性
化
促
進
議
員
連
盟

　

５
月
10
、
11
日
に
高
知

県
庁
で
土
佐
材
普
及
・
流

通
に
つ
い
て
、
ま
た
協
同

組
合
高
知
木
材
セ
ン
タ
ー

で
高
知
県
木
材
流
通
拠
点

に
つ
い
て
視
察
し
た
。

　

高
知
県
で
は
、
成
熟
し

た
森
林
資
源
が
充
実
し
て

い
る
。
県
で
は
各
種
補
助

金
制
度
を
導
入
し
て
お

り
、
さ
ら
に
、
各
市
町
村

も
上
乗
せ
を
し
木
材
の
流

通
を
図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
も
自
治

体
や
民
間
企
業
の
事
務
所

に
活
用
す
る
な
ど
普
及
を

進
め
て
い
る
。

　

木
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

丸
太
な
ど
の
原
木
で
は
な

く
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
、

屋
根
地
、
テ
ー
ブ
ル
な
ど

の
板
を
製
品
に
し
た
も
の

を
委
託
で
展
示
し
、
毎
月

の
市
売
り
、
顧
客
か
ら
の

付
け
売
り
な
ど
の
方
式
で

販
売
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
輸
送
費
に
補
助

金
制
度
を
設
け
、
官
民
協

働
に
よ
り
土
佐
材
の
販

路
拡
大
に
力
を
入
れ
て

い
る
。

柵
原
・
吉
井
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
組
合

（
赤
磐
市
、
美
咲
町
）

　

３
月
26
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
30
年
度
組
合
会

計
当
初
予
算
３
億
４
，５

９
４
万
円
な
ど
２
議
案
を

審
議
し
全
会
一
致
で
可
決

し
た
。

柵
原
・
吉
井
・
英
田

火
葬
場
施
設
組
合

（
美
作
市
、
赤
磐
市
、

美
咲
町
）

　

３
月
26
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
30
年
度
組
合
会

計
予
算
1
，６
１
１
万
円

な
ど
２
議
案
を
審
議
し
、

全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

岡
山
県
中
部

環
境
施
設
組
合

（
真
庭
市
、
美
咲
町
）

　

３
月
28
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
30
年
度
一
般
会

計
予
算
３
億
６
２
９
万
円

な
ど
２
議
案
を
審
議
し
、

全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

津
山
圏
域

衛
生
処
理
組
合

（
津
山
市
、
鏡
野
町
、

美
咲
町
）

　

５
月
30
、
31
日
に
奈
良

県
五
條
市
ク
リ
ー
ン
・
オ

ア
シ
ス
と
三
重
県
三
重
中

央
開
発
株
式
会
社
の
三
重

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
を

視
察
し
た
。

　

三
重
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
は
、
津
山
処
理
セ
ン

タ
ー
か
ら
汚
泥
処
理
を
お

願
い
し
て
い
る
。
広
大
な

施
設
で
は
一
般
廃
棄
物
、

産
業
廃
棄
物
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
品
目
が
処
理
さ
れ
て

い
る
。

　

施
設
で
は
、
地
域
住
民

の
理
解
を
得
る
た
め
に

地
元
雇
用
を
最
低
５
０

０
人
、
地
域
の
畑
を
買
い

上
げ
住
民
に
タ
マ
ネ
ギ

の
生
産
を
し
て
い
た
だ

き
、
三
重
中
央
開
発
の
従

業
員
な
ど
が
全
て
買
い

上
げ
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
で
は

住
民
に
１
日
中
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
な
ど
地
元

対
応
も
非
常
に
優
れ
て

い
る
。

津山圏域の汚泥処理が行われる
三重リサイクルセンター

木材製品を展示販売する高知木材センター
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ページ 議員名 質　問　内　容

11 松島  幸一

１．美咲町障害者計画の実施方針は
２．本町独自でのＧＩＳ整備を
◇　生活道路や通学路への対応を
◇　町民に分かりやすく身近な行政運営を

12 延原  正憲
１．町政を強力に推進すべきだ
２．災害対策にブルーシートの備蓄を

13 松島  　啓
１．今後の行政運営をどのように進めるのか
２．棚田を取り巻く地域の活性化を

14 金谷  髙子
１．がん患者のウィッグ（かつら）に購入助成を
２．期日前投票の改善を

15 山田  雄二
１．否決された予算の執行は問題ではないか
２．義務教育学校創設の進め方は

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

　
　
町
長
・
教
育
長
な
ど
に

　
　
　
　
町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

ページ 議員名 質　問　内　容

16 形井  　圓
１．加美小学校今後の計画は
２．信頼と信用ができる行政運営を

17 藤井  智江
１．義務教育学校創設は決定事項か
２．どう進める公共施設等総合管理計画
◇　学校給食費の無償化はできないか

18
山本  宏治

１．都市鉱山プロジェクト教育行政として
の取り組みは

岩野  正則 １．ふるさと納税今まで以上の取り組みを

19 松田  英二 １．再生可能エネルギー事業の進捗は

議会だよりには、2問まで掲載
しています。
掲載できなかった質問は◇で
表示しています。

町
政
を
問
う
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松島幸一 議員

美咲町障害者計画の実施方針は

本
町
独
自
で
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
整
備
を

検
討
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

誰もが支え合う地域づくりを理念に

問　
美
咲
町
障
害
者
計

画
の
実
施
方
針
を
問

う
。

①
就
労
支
援
と
し
て
、
通

勤
や
職
業
訓
練
へ
の
通
学

に
黄
福
タ
ク
シ
ー
を
さ
ら

な
る
助
成
の
上
で
利
用
で

き
な
い
か
。

②
災
害
時
の
避
難
所
な
ど

に
不
安
を
抱
く
人
が
多

い
。
福
祉
避
難
所
整
備
に

向
け
た
協
議
の
状
況
は
。

③
意※

思
疎
通
支
援
者
の
養

成
講
座
が
開
催
で
き
な
い

か
。答

稲
谷
福
祉
事
務
所
長

①
本
年
４
月
か
ら
障

が
い
者
を
対
象
に
町
内
限

定
で
黄
福
タ
ク
シ
ー
を
１

台
１
０
０
円
で
利
用
で
き

る
試
行
運
用
を
始
め
た

が
、
５
月
ま
で
の
利
用
は

０
件
で
あ
り
、
要
件
の
拡

大
や
新
た
な
ル
ー
ル
の
構

築
を
提
案
し
て
い
る
。

　

こ
の
提
案
を
「
美
咲
町

公
共
交
通
の
あ
り
方
検
討

会
議
」
で
善
処
し
て
も
ら

え
る
と
期
待
し
て
い
る
。

③
町
で
の
講
座
は
開
催
し

て
お
ら
ず
、
外
部
団
体
の

講
座
へ
参
加
し
や
す
い
環

境
を
整
え
た
い
。
ま
た
職

員
が
障
が
い
者
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る

よ
う
積
極
的
に
講
座
に
参

加
し
、
人
材
育
成
に
つ
な

げ
た
い
。

答
桑
元
総
務
課
長

②
中
学
校
区
に
１
カ

所
と
い
う
定
め
で
交
渉
を

進
め
て
い
る
。

答
岡
部
副
町
長

　

障
害
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
誰
も
が
支
え
合

う
地
域
づ
く
り
を
理
念
に

行
動
に
移
し
た
い
。

問　
Ｇ※

Ｉ
Ｓ
（
地
理
情

報
シ
ス
テ
ム
）は
、

あ
ら
ゆ
る
情
報
を
デ
ー
タ

化
し
て
残
す
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
に
資
す
る
部
分
が
大

き
い
。

　
そ
こ
に
災
害
時
要
配
慮

者
な
ど
の
情
報
を
入
れ
る

こ
と
で
通
常
業
務
に
も
役

立
つ
と
考
え
る
。

　
本
町
独
自
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を

整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
桑
元
総
務
課
長

　

本
町
で
も
庁
舎
内

部
用
Ｇ
Ｉ
Ｓ
が
あ
り
、
地

籍
図
や
た
め
池
な
ど
の
情

報
が
入
っ
て
い
る
。

　

構
築
し
た
も
の
の
手
直

し
も
含
め
、
今
後
検
討
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き

と
考
え
る
。

答
國
宗
建
設
課
長

　

現
在
の
シ
ス
テ
ム

で
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
災

害
箇
所
を
地
図
上
に
落
と

す
こ
と
が
で
き
ず
、
瞬
時

に
反
映
で
き
る
シ
ス
テ
ム

へ
の
移
行
も
検
討
す
べ
き

と
考
え
る
。

答
立
石
情
報
交
通
課
長

　

今
後
、
町
の
シ
ス
テ

ム
に
、
直
営
バ
ス
路
線
の

情
報
集
約
を
考
え
て
い
る
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｓ
は
様
々
な
業
務

に
利
用
で
き
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
デ
ー
タ
利
用
に
つ
い

て
順
次
検
討
さ
れ
る
べ
き

と
考
え
る
。

答
光
嶋
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

Ｇ
Ｉ
Ｓ
は
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
、
地
域

課
題
の
解
決
に
有
効
な
手

段
に
な
る
。

　

役
場
内
で
横
断
的
な
組

織
体
制
を
つ
く
り
、
力
を

合
わ
せ
て
進
め
て
い
き
た

い
。

町
政
を
問
う

一
般
質
問

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

議員は暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことが禁止されています。

※意思疎通支援者…手話通
訳者や要約筆記者のこと

※ＧＩＳ（地理情報システム）…地形図や公共
施設などの情報をデータ化し、それらを重ね
合わせて表示するシステム
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町政を強力に推進すべきだ

災害対策にブルーシートの備蓄を

どう生き残るかが最大のテーマ

防災物資として増やしていきたい

問　
昨
年
12
月
議
会
に

お
い
て
補
正
予
算
が

否
決
さ
れ
て
以
降
、
町
長

の
町
政
に
対
す
る
姿
勢
に

積
極
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

　
町
長
は
直
接
選
挙
で
選

ば
れ
た
町
政
の
ト
ッ
プ
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
重
責
を
担

っ
て
い
る
。

　
次
の
重
要
施
策
は
強
力

に
推
進
す
べ
き
だ
。
見
解

を
確
認
し
た
い
。

①
黄
福
拠
点
整
備
事
業

（
公
民
連
携
に
よ
る
庁
舎

を
含
む
複
合
施
設
整
備
）

②
柵
原
地
域
義
務
教
育
学

校
建
設
事
業

答
定
本
町
長

　

財
源
が
減
る
中
で

町
が
ど
う
生
き
残
っ
て
い

く
か
が
最
大
の
テ
ー
マ
と

思
っ
て
い
る
。

　
「
行
政
は
財
政
」と
も
言

え
る
よ
う
に
、
財
政
的
余

力
の
あ
る
時
に
事
業
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
民
の
力
を
借
り

な
が
ら
町
を
運
営
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

①
議
会
・
町
民
へ
の
説
明

不
足
も
あ
り
、
理
解
し
て

い
た
だ
け
な
か
っ
た
。

　

一
旦
白
紙
に
戻
し
て
、

初
心
に
返
っ
て
も
う
一
度

や
り
直
し
た
い
。

答
柴
原
教
育
長

②
丁
寧
で
き
め
細
や

か
な
説
明
・
意
見
交
換
や

意
向
調
査
な
ど
を
実
施
し

て
具
体
化
を
進
め
た
い
。

問　
災
害
対
策
の
備
え

や
被
災
箇
所
の
二
次

災
害
防
止
な
ど
、
多
目
的

に
使
用
で
き
る
ブ
ル
ー
シ

ー
ト
は
有
用
で
あ
る
だ
け

に
万
一
の
場
合
、
在
庫
不

足
で
取
得
で
き
な
い
お
そ

れ
も
あ
る
。

　
今
か
ら
で
も
備
蓄
を
積

極
的
に
推
進
す
べ
き
だ
。

①
現
在
の
備
蓄
状
況
は
ど

う
か
。

②
具
体
的
な
取
得
計
画
が

あ
れ
ば
確
認
し
た
い
。

答
桑
元
総
務
課
長

①
防
災
用
と
し
て
本

庁
42
枚
・
柵
原
総
合
支
所

１
枚
の
備
蓄
の
み
で
あ
る
。

　

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
以
外
に

も
、
毛
布
や
紙
お
む
つ
、

土
の
う
、
組
み
立
て
式
ベ

ッ
ド
な
ど
準
備
し
て
い
る
。

　

今
後
も
万
一
に
備
え
少

し
ず
つ
備
蓄
品
を
増
や
し

て
い
き
た
い
。

答
國
宗
建
設
課
長

　

災
害
対
応
と
し
て

の
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
備
蓄

は
対
応
で
き
て
い
な
い
。

　

あ
る
程
度
の
備
蓄
は
必

要
で
、
防
災
用
と
し
て
考

え
て
い
き
た
い
。

答
定
本
町
長

②
予
想
外
の
災
害
に

備
え
備
蓄
の
必
要
は
あ
る
。

　

予
算
措
置
に
つ
い
て
は

検
討
し
た
い
。

延原正憲 議員

重要施策は強力に推進を

どう生き残るかが最大のテーマどう生き残るかが最大のテーマ
延原正憲 議員延原正憲 議員

町
政
を
問
う

一
般
質
問

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

減らそう災害、増やそう備蓄



13 みさき
議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。

松島　啓 議員

今後の行政運営をどのように進めるのか

棚
田
を
取
り
巻
く
地
域
の
活
性
化
を

地
元
組
織
と
協
議
し

　
　
　
農
業
観
光
振
興
に
支
援

住民理解のために行政懇談会を行う

問　
年
々
、
緊
縮
財
政

が
予
想
さ
れ
る
中
、

自
治
体
の
存
続
、
生
き
残

り
を
か
け
て
今
後
の
行
政

運
営
を
ど
の
よ
う
に
行
う

の
か
。

　
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中

で
「
町
政
の
情
報
が
伝
わ

っ
て
い
な
い
」が
約
75
％
、

「
町
政
が
住
民
の
意
見
を

反
映
し
て
い
な
い
」
が
約

90
％
と
言
う
結
果
が
出
て

い
る
。
こ
れ
を
ど
う
受
け

止
め
て
い
る
の
か
。

答
定
本
町
長

　

地
域
創
生
は
人
づ

く
り
か
ら
と
言
わ
れ
て
お

り
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
推
進
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
増
員
、
職
員

の
人
材
育
成
や
、
職
員
採

用
の
仕
組
み
の
見
直
し
な

ど
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
財
政
状
況
が
厳

し
く
な
る
中
、
自
治
体
も

稼
ぐ
と
い
う
意
識
を
も
っ

て
運
営
し
て
い
く
。
公
と

民
の
連
携
を
基
に
、
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
を

踏
ま
え
、
さ
ら
に
個
別
計

画
を
立
て
て
い
く
。

　

観
光
に
お
い
て
は
、
将

来
を
見
据
え
た
ビ
ジ
ョ
ン

が
必
要
で
、
Ｄ※

Ｍ
Ｏ
の
設

立
。
台
湾
、
香
港
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
た
イ※

ン
バ
ウ

ン
ド
を
推
進
し
た
い
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
愕が
く

然ぜ
ん
と
し
た
。
町
政
へ
の
住

民
理
解
の
た
め
に
も
、
行

政
懇
談
会
を
行
う
。

問　
農
林
水
産
省
選
定

の
『
日
本
の
棚
田
百

選
』
の
内
、
県
内
に
４
カ

所
、
本
町
に
は
、
大
垪
和

西
お
よ
び
小
山
の
２
カ
所

が
あ
る
。

　
棚
田
は
日
本
の
原
風
景

と
言
わ
れ
、美
し
い
景
観
、

災
害
防
止
、
地
域
の
交
流

の
場
な
ど
、
新
た
な
魅
力

が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
反
面
、
担
い
手
不

足
な
ど
で
耕
作
放
棄
地
が

増
え
、
全
国
的
に
保
存
の

危
機
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

本
町
も
同
じ
こ
と
が
言
え

る
の
で
は
な
い
か
。

①
農
業
振
興
、景
観
整
備
、

観
光
振
興
に
お
け
る
町
の

支
援
策
は
。

②
久
米
南
町
（
北
庄
、
上

籾
）、
和
気
町
（
田
土
）、

美
作
市
（
上
山
）
と
連
携

し
た
取
り
組
み
は
で
き
な

い
か
。

③
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
へ
の
参

加
、
棚
田
カ
ー
ド
の
発
行

な
ど
考
え
て
は
ど
う
か
。

答
牧
野
産
業
観
光
課
長

①
地
元
の
保
全
組
織

と
協
議
し
、
美
作
広
域
農

業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
、

農
地
中
間
管
理
機
構
と
連

携
し
な
が
ら
支
援
す
る
。

　

観
光
で
は
、
棚
田
ウ
ォ

ー
ク
、
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制

度
、
イ※

ン
バ
ウ
ン
ド
事
業

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

②
近
隣
自
治
体
と
の
連
携

は
、
ま
ず
意
見
交
換
な
ど

の
交
流
か
ら
検
討
し
た
い
。

③
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
へ
の
参

加
、
棚
田
カ
ー
ド
の
発
行

は
検
討
し
た
い
。

棚田きんちゃいまつりで田植え体験

今後のまちづくりはどうする（旭総合支所）

町
政
を
問
う

一
般
質
問

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

※ＤＭＯとは…官民連携による地域
観光を推進する法人組織

※インバウンドとは…日本に外国人が来日する
旅行



14美咲町議会だより  No.53  ＜2018.8＞議員は病気見舞金を出すことが禁止されています。

がん患者のウイッグ（かつら）に購入助成を

期日前投票の改善を

来年４月１日施行に向け準備を進める

当面は現状を続けていく

問　
日
本
人
女
性
の
11

人
に
１
人
が
乳
が
ん

に
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。

　
乳
が
ん
と
、
男
性
の
前

立
腺
が
ん
の
治
療
と
し
て

は
、
手
術
と
抗
が
ん
剤
を

併
用
す
る
方
法
が
あ
る

が
、
抗
が
ん
剤
を
投
与
す

る
こ
と
に
よ
り
副
作
用
と

し
て
脱
毛
が
生
じ
る
。

①
乳
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん

の
「
が
ん
検
診
無
料
ク
ー

ポ
ン
」
を
利
用
し
て
の
受

診
状
況
は
。

②
医
療
用
ウ
イ
ッ
グ
の
購

入
助
成
を
考
え
ら
れ
な
い

か
。答

清
水
健
康
推
進
課
長

①
無
料
ク
ー
ポ
ン
の

対
象
者
は
乳
が
ん
40
歳
、

子
宮
頸
が
ん
20
歳
の
人
。

　

29
年
度
乳
が
ん
検
診
は

対
象
者
80
人
に
対
し
て
受

診
者
19
人
、
子
宮
頸
が
ん

検
診
は
対
象
者
60
人
に
対

し
て
受
診
者
は
４
人
。　

来
年
度
へ
の
対
策
と
し

て
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
を
使

わ
ず
人
間
ド
ッ
ク
ま
た
は

県
外
で
受
診
し
た
検
診
費

用
を
後
で
返
金
す
る
償
還

払
い
制
度
を
取
り
入
れ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

②
闘
病
中
の
本
人
と
そ
の

家
族
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
と
早
期
の
社
会
復
帰
を

後
押
し
す
る
観
点
か
ら
前

向
き
に
検
討
し
、
来
年
４

月
１
日
か
ら
助
成
で
き
る

よ
う
に
準
備
し
て
い
き
た

い
。

問　
期
日
前
投
票
に
必

要
な
宣
誓
書
に
つ
い

て
再
度
問
う
。

　
前
回
の
答
弁
で
「
経
費

の
こ
と
も
含
め
た
総
合
的

に
協
議
し
た
結
果
、
従
来

ど
お
り
と
決
定
し
た
」
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

①
入
場
券
の
裏
面
に
宣
誓

書
を
印
刷
し
た
場
合
の
経

費
は
。

②
宣
誓
書
印
刷
に
つ
い

て
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ

う
な
協
議
が
な
さ
れ
た
の

か
。

③
投
票
所
で
書
く
手
間
を

省
く
こ
と
で
投
票
率
の
向

上
に
も
効
果
が
あ
る
と
思

う
が
考
え
は
。

答
山
下
選
挙
管
理
委
員
長

①
入
場
券
の
裏
に
宣

誓
書
を
印
刷
す
る
と
、
は

が
き
で
は
文
字
が
小
さ
く

な
る
た
め
、
Ａ
４
サ
イ
ズ

で
印
刷
し
、
封
書
で
送
る

こ
と
と
な
る
。

　

去
年
10
月
の
入
場
券
発

送
に
は
郵
送
料
が
46
万
円

か
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
を

封
書
で
送
れ
ば
経
費
は
今

ま
で
よ
り
58
万
円
増
え
る
。

②
近
隣
の
取
り
組
み
を
踏

ま
え
、
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
を
総
合
的
な
面
か

ら
検
討
し
た
。

③
期
日
前
投
票
所
で
の
宣

誓
書
記
入
に
よ
り
投
票
率

が
下
が
っ
て
い
る
と
は
考

え
て
い
な
い
。

　

当
面
の
間
は
現
状
を
続

け
て
い
き
た
い
。

金谷髙子 議員

無料クーポン見本
早期発見  必ず検診

がん患者のウイッグ（かつら）に購入助成を

来年４月１日施行に向け準備を進める来年４月１日施行に向け準備を進める
金谷髙子 議員金谷髙子 議員

町
政
を
問
う

一
般
質
問

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

宛名

入場券

入場券

入場券

宣誓書

宣誓書

宣誓書

米子市投票所入場券

表

裏



15 みさき 議員はお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。

山田雄二 議員

否決された予算の執行は問題ではないか

義
務
教
育
学
校
創
設
の
進
め
方
は

保
護
者
や
住
民
の
意
向
を

　
　
　
　
　
可
能
な
限
り
反
映

裁量権の範囲内で執行した

問　
昨
年
12
月
議
会
に

お
い
て
新
庁
舎
関
連

の
20
億
円
が
取
り
下
げ
ら

れ
、
測
量
費
な
ど
の
４
２

０
万
円
が
否
決
さ
れ
た
。

　
つ
ま
り
、
黄
福
創
生
拠

点
整
備
事
業
そ
の
も
の
が

否
決
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
従
っ
て
、
地
形
測
量
な

ど
の
執
行
に
は
問
題
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

黄
福
創
生
拠
点
事

業
そ
の
も
の
が
否
定
さ
れ

た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の

計
画
は
ま
だ
残
っ
て
い
る
。

　

測
量
の
財
源
の
付
け
替

え
が
否
定
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

問  

12
月
の
本
会
議
で

予
算
は
否
決
さ
れ
た

が
、
地
形
測
量
の
予
算
が

執
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
は

お
か
し
い
。

　
否
決
は
あ
っ
た
が
、
黄

福
創
生
拠
点
整
備
事
業
の

プ
ラ
ン
は
残
っ
て
い
る
と

い
う
な
ら
、
議
会
の
否
決

と
は
何
な
の
か
。
採
決
の

重
み
が
な
く
な
る
で
は
な

い
か
。

答
定
本
町
長

　

黄
福
創
生
拠
点
整

備
事
業
が
も
し
仮
に
全
部

否
定
さ
れ
て
も
、
他
の
も

の
に
あ
の
土
地
は
使
え
る
。

　

土
地
を
何
に
使
う
か
に

つ
い
て
は
、
ま
た
今
度
考

え
れ
ば
い
い
。

　

必
ず
そ
の
事
業
に
使
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

　

裁
量
権
の
範
囲
内
で
執

行
し
た
。

問　
義
務
教
育
学
校
創

設
の
方
針
は
町
長
が

決
断
し
た
と
聞
く
が
、
住

民
の
意
向
は
反
映
さ
れ
て

い
る
の
か
。

　
今
年
３
月
、
義
務
教
育

学
校
の
一
体
型
が
提
案
さ

れ
た
。
一
体
型
は
柵
原
西

小
と
柵
原
東
小
と
柵
原
中

学
校
を
一
つ
に
す
る
案
な

の
で
、
現
在
の
小
学
校
は

廃
校
に
な
る
が
、
学
校
統

廃
合
の
問
題
は
地
元
に
伝

え
ら
れ
て
い
な
い
。

　
学
校
形
態
や
場
所
に
つ

い
て
ど
う
い
う
議
論
が
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。

　
県
教
委
は
「
設
置
者
の

問
題
で
あ
り
、
や
り
た
い

な
ら
ど
う
ぞ
」
と
い
う
消

極
姿
勢
で
あ
る
が
、
こ
の

点
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

答
柴
原
教
育
長

　

保
護
者
や
地
域
住

民
の
意
向
を
可
能
な
限
り

反
映
さ
せ
る
姿
勢
が
大
切

で
あ
る
。

　

学
校
形
態
に
つ
い
て
は
、

小
中
一
貫
教
育
を
進
め
て

い
く
上
で
一
体
型
の
校
舎

の
ほ
う
が
教
育
効
果
が
大

き
く
望
ま
し
い
。

　

候
補
地
の
提
案
に
つ
い

て
は
、全
て
取
り
下
げ
た
。

事
務
局
か
ら
用
地
の
広
さ

や
条
件
な
ど
を
提
示
し
、

委
員
に
適
当
な
場
所
を
探

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

県
教
委
か
ら
は
「
要
請

が
あ
れ
ば
資
料
な
ど
協
力

は
す
る
」
と
の
返
事
を
受

け
て
い
る
。

義務教育学校を視察
（京都府亀岡市立亀岡川東学園）

議会の採決は重いもの

町
政
を
問
う

一
般
質
問

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁
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議員はお祭りへの寄付や差し入れが禁止されています。

加美小学校今後の計画は

信頼と信用ができる行政運営を

国庫補助事業の要望を提出する

情報をしっかりと発信し意見交換を行う

問　
加
美
小
学
校
児
童

た
ち
の「
ト
イ
レ
の

改
修
を
し
て
ほ
し
い
」
と

の
要
望
に
対
し
、「
校
舎
の

老
朽
化
も
進
ん
で
お
り
、

校
舎
全
体
の
調
査
を
す

る
」と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
予
算
化
も
さ
れ
た
が
、

調
査
結
果
と
今
後
の
計
画

は
。

　
ま
た
、通
学
路
の
管
理
、

特
に
草
木
の
伐
採
は
町
が

行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
さ
ら
に
、
原
田
加
美
橋

か
ら
の
通
学
路
の
進
捗
状

況
は
。

答
石
戸
教
育
総
務
課
長

　

加
美
小
学
校
の
老

朽
化
調
査
を
平
成
29
年
度

で
実
施
し
た
。

　

そ
の
結
果
、管
理
棟
、教

室
棟
の
内
外
壁
、
廊
下
、

機
械
設
備
に
も
経
年
劣
化

が
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
た
め
、管
理
棟
、教

室
棟
、
屋
内
運
動
場
の
大

規
模
改
修
事
業
と
し
て
、

今
年
６
月
に
31
年
度
の
国

庫
補
助
事
業
の
要
望
を
提

出
す
る
。
採
択
後
実
施
設

計
の
予
定
で
あ
る
。

答
國
宗
建
設
課
長

　

通
学
路
の
草
木
の

伐
採
に
つ
い
て
、
国
道
、

県
道
は
、
関
係
機
関
に
要

望
に
行
っ
て
い
る
。

　

町
道
に
つ
い
て
は
、
建

設
課
で
管
理
し
て
い
る
。

　

加
美
橋
か
ら
の
通
学
路

整
備
に
つ
い
て
は
、
本
年

10
月
か
ら
着
手
し
、
早
期

完
成
を
目
指
す
。

問　
昨
年
12
月
議
会
に

突
然
庁
舎
等
複
合
施

設
の
建
設
計
画
が
提
案
さ

れ
た
。

　
し
か
し
、
庁
舎
の
建
設

は
町
の
主
要
計
画
に
も
振

興
計
画
・
過
疎
計
画
に
も

な
く
議
会
へ
の
協
議
も
な

か
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
経
過
説
明
の

中
で
予
算
に
な
い
地
形
測

量
が
実
施
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
調
査
は

し
て
い
な
い
な
ど
、
度
重

な
る
虚
偽
答
弁
を
し
、
現

在
の
行
政
運
営
に
対
し
大

き
な
疑
念
と
不
信
感
を
抱

い
て
い
る
。

　
信
頼
を
取
り
戻
し
、
信

用
で
き
る
行
政
運
営
が
必

要
と
考
え
る
が
、
今
後
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く

の
か
。

答
岡
部
副
町
長

　

12
月
議
会
や
全
員

協
議
会
で
私
は
虚
偽
と
は

認
識
し
て
い
な
い
が
、
混

乱
を
招
く
発
言
、
答
弁
を

し
た
こ
と
を
謝
罪
し
深
く

お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

答
定
本
町
長

　
副
町
長
の
答
弁
や

発
言
に
よ
り
、
議
会
に
混

乱
を
生
じ
さ
せ
お
詫
び
申

し
上
げ
る
。

　

今
後
は
、
議
会
を
は
じ

め
町
民
の
皆
さ
ま
方
に
十

分
ご
理
解
を
い
た
だ
く
場

所
が
必
要
と
思
う
。

　

説
明
会
、
行
政
懇
談
会
、

意
見
交
換
会
の
場
を
設
け
、

情
報
を
し
っ
か
り
と
発
信

し
、
意
見
交
換
を
行
っ
て

い
く
。

形井　圓 議員

信頼できる役場とは

改修が待たれる加美小学校
（ドアの無いトイレ）

国庫補助事業の要望を提出する国庫補助事業の要望を提出する
形井　圓 議員形井　圓 議員

町
政
を
問
う

一
般
質
問

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁
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議員や後援会が有料の挨拶広告を出すと処罰されます。

藤井智江 議員

義務教育学校創設は決定事項か

ど
う
進
め
る
公
共
施
設
等

　
　
　
　
　
総
合
管
理
計
画

地
域
全
体
で
協
議
し
考
え
る

町長の了解をもとに進めている

問　
義
務
教
育
学
校
創

設
は
決
定
事
項
か
。

　
出
さ
れ
た
答
申
を
受

け
、
住
民
へ
の
説
明
会
を

な
ぜ
一
度
も
開
か
な
か
っ

た
の
か
。　

　
「
義
務
教
育
学
校
」「
小

中
一
貫
校
」「
普
通
の
学

校
」
の
違
い
を
理
解
し
て

い
る
人
は
少
な
い
。「
小

中
一
貫
義
務
教
育
学
校
」

を
、
保
護
者
や
住
民
が
理

解
す
る
こ
と
が
、
方
針
を

決
め
る
上
で
前
提
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。

　
義
務
教
育
学
校
と
言
っ

て
も
、
柵
原
東
小
学
校
、

柵
原
西
小
学
校
が
な
く
な

っ
て
、
新
た
に
中
学
校
と

同
じ
土
地
に
建
て
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
を
何
人
の
住

民
が
理
解
し
て
い
る
の
か
。

　
早
く
中
学
校
を
山
の
上

か
ら
移
転
し
、
新
し
い
気

持
ち
の
良
い
校
舎
で
学
ば

せ
た
い
と
望
む
保
護
者
の

中
に
も
小
中
一
貫
義
務
教

育
学
校
の
理
解
を
し
て
い

る
人
は
少
な
い
。

　
保
護
者
や
住
民
に
納
得

が
い
く
ま
で
説
明
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
柴
原
教
育
長

　

町
長
の
了
解
を
も

と
に
、
義
務
教
育
学
校
創

設
に
向
け
て
基
本
構
想
や

基
本
方
針
、
実
施
計
画
の

作
成
に
取
り
組
む
た
め
の

整
備
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
た
。

　

住
民
の
声
を
十
分
に
取

り
入
れ
な
が
ら
進
め
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
る
。

問　
総
務
省
が
自
治
体

に
提
出
要
請
し
た
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

に
よ
り
、
公
共
施
設
全
体

の
床
面
積
を
縮
小
す
る
計

画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。

　
地
方
自
治
体
が
保
有
す

る
学
校
、
公
民
館
、
図
書

館
、
保
育
園
、
福
祉
施
設

な
ど
の
箱
物
。
上
水
道
、

下
水
道
、
道
路
、
橋
梁
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
が
対

象
。

　
根
本
東
洋
大
学
教
授
が

長
で
あ
る
東
洋
大
学
P
P

P
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
各

自
治
体
の
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
の
モ
デ
ル
を

示
し
、
総
務
省
と
一
体
と

な
っ
て
公
共
施
設
の
総
量

削
減
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

民
間
事
業
者
へ
の
開
放
を

進
め
て
い
る
。

　
公
共
施
設
は
、
住
民
の

福
祉
増
進
の
目
的
で
、
施

設
の
種
類
、
規
模
、
地
域

ご
と
の
配
置
は
住
民
の
要

求
を
踏
ま
え
、
自
治
体
が

判
断
し
設
置
し
た
も
の
。

　
財
政
コ
ス
ト
論
だ
け
で

は
な
く
、
住
民
全
体
で
考

え
る
も
の
で
は
な
い
か
。

　
本
町
の
数
値
目
標
は
挙

げ
て
い
る
か
。

答
光
嶋
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

今
後
約
40
年
間
で

現
在
町
が
所
有
す
る
公
共

施
設
、
建
物
の
面
積
を
56

％
削
減
す
る
数
値
目
標
を

掲
げ
て
い
る
。　
　

　

具
体
的
に
は
維
持
、
改

修
、
建
て
替
え
、
廃
止
、

集
約
な
ど
地
域
全
体
で
協

議
し
考
え
る
。

コスト論だけでなく住民福祉に配慮を

納得がいくまで説明を

町
政
を
問
う

一
般
質
問

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁
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後援会が花環・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

都市鉱山プロジェクト
教育行政としての取り組みは

情報として学校に知らせていきたい

問　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
、
皆
さ
ん
の
家
庭

に
眠
る
古
い
携
帯
電
話
な

ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ

り
、
レ
ア
メ
タ
ル
な
ど
の

鉱
物
資
源
を
取
り
出
し
メ

ダ
ル
を
作
る
「
都
市
鉱
山

か
ら
つ
く
る
！
み
ん
な
の

メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
本
町
も
参
加
の
意
思
を

示
し
て
お
り
、
町
を
挙
げ

て
協
力
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
て
い
る
の
か
。

答
山
崎
住
民
課
長

　

小
型
家
電
の
回
収

ボ
ッ
ク
ス
を
本
庁
、
各
総

合
支
所
に
設
置
中
で
あ
り
、

今
後
も
Ｐ
Ｒ
に
努
め
都
市

鉱
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
を
し
て
い
き
た
い
。

問　
こ
の
都
市
鉱
山
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義

と
し
て
、
教
育
行
政
の
立

場
か
ら
児
童
・
生
徒
に
社

会
学
習
の
取
り
組
み
は
で

き
な
い
か
。

答
柴
原
教
育
長

　

日
本
技
術
の
再
認

識
、
リ
サ
イ
ク
ル
か
ら
の

メ
ダ
ル
作
成
な
ど
、
取
り

組
み
自
体
の
教
育
的
意
義

も
大
き
い
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

は
、
い
ろ
い
ろ
な
教
育
効

果
が
期
待
で
き
る
。

　

町
教
委
と
し
て
も
こ
の

取
り
組
み
を
情
報
と
し
て

学
校
に
知
ら
せ
て
い
き
た

い
。

山本宏治 議員

東京オリンピックへ向けて

教育行政としての取り組みは
情報として学校に知らせていきたい情報として学校に知らせていきたい

山本宏治 議員山本宏治 議員

町
政
を
問
う

一
般
質
問

質問

答弁

質問

答弁

ふるさと納税今まで以上の取り組みを

委託業者を２社に増やし全国にＰＲ

問　
現
在
ま
で
の
ふ
る

さ
と
納
税
額
、使
途
、

今
後
の
展
開
は
。

　
美
咲
町
内
の
農
業
や
、

林
業
な
ど
の
地
場
産
業
育

成
や
、
特
産
品
を
活
用
し

た
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
の
開
発
は
で
き
な
い
か
。

　
今
ま
で
以
上
の
取
り
組

み
を
求
め
る
。

答
桑
元
総
務
課
長

　

現
在
ま
で
の
納
税

額
と
使
途
は
、
平
成
26
年

度
か
ら
29
年
度
ま
で
の
４

年
間
で
累
計
１
，４
４
５

件
。
寄
付
総
額
は
３
，０

７
４
万
円
。

　

使
途
と
し
て
は
、
30
年

度
の
予
算
に
米
粉
の
消
費

拡
大
事
業
、
６
次
産
業
化

事
業
、
間
伐
材
の
搬
出
事

業
、
定
住
促
進
住
宅
新
築

等
補
助
金
、
結
婚
・
子
育

て
支
援
と
教
育
な
ど
に
充

当
し
て
い
る
。

　

今
後
の
展
開
は
、
委
託

業
者
に
お
願
い
し
た
28
年

度
か
ら
寄
付
件
数
が
増
え

て
い
る
。
本
年
度
は
委
託

業
者
を
２
社
に
増
や
し
、

寄
付
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
美
咲
町
を
全
国
に

Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
に
展
開

す
る
。

答
牧
野
産
業
観
光
課
長

　

返
礼
品
に
向
け
た

特
産
品
の
開
発
と
し
て
、

美
咲
町
６
次
産
業
導
入
事

業
で
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

新
た
な
特
産
品
が
で
き
る

可
能
性
も
あ
り
、
今
後
も

事
業
を
推
進
し
て
い
き
た

い
。

岩野正則 議員

育てます返礼品

ふるさと納税今まで以上の取り組みを

委託業者を２社に増やし全国にＰＲ委託業者を２社に増やし全国にＰＲ
岩野正則 議員岩野正則 議員

町
政
を
問
う

一
般
質
問

質問

答弁

質問

答弁
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議員に対し、寄付を出すように勧誘や要求することは禁止されています。

松田英二 議員

再生可能エネルギー事業の進捗は

町の課題解決に知恵を絞っていく

問　
太
陽
光
や
バ
イ
オ

マ
ス
と
い
っ
た
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
蓄
電

機
能
を
持
っ
た
空
圧
電
池

を
組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
発
電
事
業
は
進
ん

で
い
る
か
。

答
光
嶋
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

現
在
、
中
国
電
力

㈱
と
の
間
で
系
統
連
携

（
送
電
線
の
使
用
許
可
）

に
つ
い
て
の
協
議
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
結
果
が
届

け
ば
全
体
の
事
業
費
を
算

定
し
、
黒
字
に
よ
る
事
業

運
営
が
可
能
か
ど
う
か
の

検
討
に
入
る
予
定
。

問　
笠
岡
市
に
お
い
て

は
、
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
と
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム

（
大
規
模
農
園
）
を
融
合

さ
せ
た
企
業
誘
致
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
事
例
を
参
考

に
、
農
林
業
な
ど
の
地
場

産
業
の
活
性
化
、
新
た
な

産
業
の
創
出
、
新
規
事
業

へ
の
道
を
切
り
開
く
こ
と

に
よ
っ
て
山
林
の
荒
廃
・

耕
作
放
棄
地
の
増
大
、
少

子
化
、
高
齢
化
へ
の
対
応

と
い
っ
た「
み
な
し
利
益
」

を
拡
大
さ
せ
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
積
極

的
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

答
定
本
町
長

　

事
業
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
は
赤
字
幅
や
出

資
比
率
な
ど
も
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
町

の
課
題
解
決
に
つ
い
て
も

皆
さ
ん
と
知
恵
を
絞
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

農業と林業を一体化させた新たな産業

画像提供：株式会社サラ（https://www.sarafarm.jp）

町
政
を
問
う

一
般
質
問

質問

答弁

質問

答弁

　7月5日、岡山県内12町村の議
会議員が参加した研修会が開催
されました。
　同志社大学大学院教授の新川
達郎氏を講師に招き「議会の危
機管理～災害時における議会・
議員の対応～」の講演の中で貴
重なお話しを伺いました。

　7月1８日、福岡県岡垣町議会
から7人が議会広報視察研修に
来町し、お互いの町の紹介も交
じえ、熱心に意見交換を行いま
した。

　6月19日、町内3中学校の代
表議員により、美咲町子ども議
会が開催されました。
　子どもたちの素直な想いが、
美咲町を明るい未来へいざなう
ことを願っています。

岡山県町村議会議員研修 議会広報視察研修来訪

～議会の危機管理～ ～びわのまちからピオーネのまちへ～～今を理解し、未来を見つめ～

表紙の紹介
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《子ども議会の趣旨》
●美咲町の将来を担う子どもたちに町政に対
する関心を持ってもらう。

●町政に対する要望や質問を発表することを
通して美咲町の将来のあり方を考える主権
者としての意識を育てる。

●子どもの視点からの意見を今後の町政に反
映していく。

美咲町子ども議会
平成30年度

　私は、このたび開催された平成30年度美咲町子ども議会に議長として参加
させていただきました。
　きちんと進行できるか不安でしたが、思ったよりも緊張せずリラックスし
てできました。
　議会や議場の独特な雰囲気を味わうことができ、良い経験になりました。

子ども議会に参加して

　平成30年６月19日（火）に町内３中学校の３年生を対象とした平成30年度美咲町子ども
議会が開催されました。

　各中学校の代表として中央中学校４人
（内１人は議長）、旭中学校４人、柵原中
学校３人の合計11人の議員によって美咲
町子ども議会が開催されました。
　３校の３年生全員が傍聴する中、町政
全般にわたる一般質問が行われました。
　次世代を担う子どもたちの町を思う気持
ちが伝わりました。

11番議員   中央中学校３年   議長　河
かわ

村
むら

　菜
な

緒
お

問　
美
咲
町
に
は
美

し
い
場
所
や
盛
り

上
が
る
イ
ベ
ン
ト
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
町
外

の
人
に
ど
れ
だ
け
魅
力

が
伝
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な

ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し

て
、
若
い
人
に
向
け
て
情

報
発
信
を
す
る
こ
と
で
、

美
咲
町
の
名
前
や
魅
力
が

広
ま
っ
て
い
く
と
考
え
ま

す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

答　
現
在
は
組
織
的
に

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

情
報
発
信
は
出
来
て
い
ま

せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
は
、美
咲
町
の

観
光
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

る
「
美
咲
町
黄
福
物
語
協

議
会
」
な
ど
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
た
情
報
発
信

や
、
多
く
の
人
が
美
咲
町

の
魅
力
を
投
稿
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
を
担
当
課
と

連
携
し
な
が
ら
進
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
発
信
を

　

 

1
番
議
員  

中
央
中
学
校
3
年  

松ま
つ
本も

と　
明あ

す
み澄
あ
す
み澄

インスタ映えする亀甲駅舎

特 集
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10人の子ども議員が町政を問う

問　
美
咲
町
に
は
多

く
の
高
齢
者
が
お

り
、
地
域
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て

い
ま
す
が
、
高
齢
者
に
向

け
た
事
業
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
の
か
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
高
齢
者
だ
け
で

な
く
、
私
た
ち
も
通
り
づ

ら
い
よ
う
な
狭
い
歩
道

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
歩
道
の
整
備
や
改
善

が
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答　
高
齢
者
向
け
の

事
業
で
は
「
健
康
づ

く
り
・
居
場
所
づ
く
り
・

生
き
が
い
づ
く
り
」の
大
き

く
３
つ
の
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

歩
道
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
町
で
も
段
差
を
な
く

し
た
り
陥
没
箇
所
の
工
事

を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
国
や
県
に
歩
道

整
備
を
強
く
要
望
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

歩
道
の
整
備
・
改
善
を

　
 

2
番
議
員  

中
央
中
学
校
3
年  

為た
め
国く

に　
直な

お
純ず

み純ず
み

狭く危険な歩道

問　
美
咲
町
に
は
た

く
さ
ん
の
子
育
て

支
援
事
業
が
あ
る
こ
と

を
知
り
、
驚
き
と
嬉
し
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

　
現
在
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
は
中
学
校
区
ご
と

の
町
内
３
カ
所
で
、
範
囲

が
広
く
利
用
し
に
く
い

と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
小
学
校
区
ご
と

に
公
民
館
な
ど
を
利
用
し

て
設
置
す
れ
ば
利
用
者
も

増
え
る
と
思
い
ま
す
が
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

答　
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
は
保
育
園
に
入

園
し
て
い
な
い
家
庭
を
対

象
に
子
育
て
支
援
を
行
う

場
所
で
す
。

　

現
在
は
出
前
保
育
や
電

話
相
談
、
地
域
合
同
行
事

な
ど
を
行
い
、利
用
し
や
す

い
環
境
を
つ
く
って
い
ま
す
。

　

常
設
の
セ
ン
タ
ー
を
増

や
す
こ
と
に
つ
い
て
は
利
用

状
況
や
財
政
面
も
踏
ま
え

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

子
育
て
支
援
の
充
実
を

　

 

3
番
議
員  

中
央
中
学
校
3
年  

黒く
ろ
瀬せ　
崇た

か
志し志

子育ては環境が大切

問　
美
咲
町
で
は
移

住
者
や
観
光
客
を

増
や
す
取
り
組
み
に
力
を

入
れ
て
い
る
と
聞
き
ま

す
。

　
そ
こ
で
「
美
咲
町
観
光

大
使
」
を
つ
く
る
こ
と
を

提
案
し
ま
す
。
年
に一
回

コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
、
選

ば
れ
た
男
女
一
人
ず
つ
の

大
使
に
、
行
事
へ
の
参
加

や
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
も

ら
え
ば
、
さ
ら
に
町
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

答　
現
在
「
美
咲
町
ふ

る
さ
と
黄
福
大
使
」

の
設
置
要
綱
は
あ
り
ま
す

が
、大
使
は
誕
生
し
て
い
ま

せ
ん
。

　

そ
こ
で
、三
つ
の
中
学
校

か
ら
「
美
咲
町
中
学
生
観

光
大
使
」
を
お
願
い
し
、

町
の
Ｐ
Ｒ
や
イ
ベン
ト
参
加

な
ど
に
協
力
し
て
も
ら
え

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
も
美
咲
町
の

観
光
を
考
え
て
み
て
く
だ

さ
い
。

「
美
咲
町
観
光
大
使
」を
提
案

　

 

4
番
議
員  

旭
中
学
校
3
年  

青あ
お
田た　
匡た

す
く玖

「
美
咲
町
観
光
大
使
」を
提
案

「
美
咲
町
観
光
大
使
」を
提
案

た
す
く玖

みんなで発信！美咲の魅力



22美咲町議会だより  No.53  ＜2018.8＞

10人の子ども議員が町政を問う

問　
昨
年
も
先
輩
が

「
親
子
バ
ー
ガ
ー
」

の
提
案
を
行
い
ま
し
た

が
、
今
回
は
さ
ら
に
具
体

的
に
考
え
ま
し
た
。

　
美
咲
町
産
の
チ
ー
ズ
や

ベ
ー
コ
ン
、
黄
ニ
ラ
や
鶏

肉
、
卵
や
野
菜
を
使
っ
た

「
親
子
バ
ー
ガ
ー
」
を
開

発
し
、
町
内
の
特
産
物
販

売
所
や
観
光
施
設
で
販

売
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

　
若
い
人
に
向
け
て
も

「
親
子
バ
ー
ガ
ー
」
を
提

案
し
ま
す
。

答　
昨
年
に
続
い
て
の

提
案
を
い
た
だ
き

「
親
子
バ
ー
ガ
ー
」
の
実
現

に
向
け
て
関
係
団
体
に
話

を
し
ま
し
た
。

　

す
ぐ
に
町
内
外
で
販
売

す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す

が
、
今
後
町
内
の
イ
ベン
ト

な
ど
で
数
量
限
定
の
試
験

販
売
が
で
き
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

一
緒
に
お
い
し
い「
親
子

バ
ー
ガ
ー
」
を
考
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

「
親
子
バ
ー
ガ
ー
」の
販
売
を

　
 

5
番
議
員  

旭
中
学
校
3
年  

河か
わ
原は

ら　
和か

ず
美み

「
親
子
バ
ー
ガ
ー
」の
販
売
を

「
親
子
バ
ー
ガ
ー
」の
販
売
を

親子バーガー  中学生の案（上）と町の案（下）

問　
美
咲
町
に
コ
イ
ン

ラ
ン
ド
リ
ー
や
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
建

設
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
年
代
に
関
係
な
く
多

く
の
人
が
利
用
し
、
身
近

に
便
利
な
お
店
が
あ
れ

ば
、
今
よ
り
も
快
適
に
暮

ら
せ
、
人
口
増
加
に
も
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　
費
用
や
場
所
の
課
題

も
あ
り
ま
す
が
、
メ
リ
ッ

ト
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

答　
旭
中
学
校
区
に

は
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー

や
コ
ン
ビ
ニ
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
全
て
の
人
が
今
よ
り

便
利
に
暮
ら
せ
る
の
で
あ

れ
ば
建
設
も
可
能
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
旭
地

域
の
皆
さ
ん
が
同
じ
思
い

を
持
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と

や
、
お
店
を
経
営
し
て
い

る
人
の
協
力
が
必
要
で
す
。

　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を

地
域
と
一
緒
に
考
え
て
い

き
ま
す
。

便
利
で
快
適
な
ま
ち
へ

　

 

6
番
議
員  

旭
中
学
校
3
年  

柴し
ば
田た　
美み

優ゆ優

今よりもっと暮らしやすく

問　
旭
地
域
の
三
休

公
園
に
は
多
く
の

人
が
桜
を
見
に
訪
れ
ま

す
。
５
千
本
の
桜
や
高
台

か
ら
の
景
色
は
と
て
も
き

れ
い
で
す
。

　
そ
こ
で
「『
一
年
を
通

し
て
、
美
し
い
花
の
咲
く

町
』
美
咲
町
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
町
全
体

に
四
季
折
々
の
花
を
植

え
、
季
節
ご
と
の
花
を
楽

し
め
れ
ば
観
光
客
も
増

え
、
町
も
盛
り
上
が
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答　
美
咲
町
ら
し
い
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を

考
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
在
も
町
花
で
あ
る
菊
づ

く
り
の
普
及
や
庭
を
解
放

し
た
「
花
め
ぐ
り
」、
地
域

で
の
花
壇
の
整
備
な
ど
に

多
く
の
人
が
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
一
つ
の

方
向
性
を
示
し
て
い
た
だ

い
た
の
で
、
各
地
で
の
取
り

組
み
の
研
究
か
ら
始
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

花
で
町
を
盛
り
上
げ
た
い

　

 

7
番
議
員  

旭
中
学
校
３
年  

里さ
と
見み　
明あ

き
飛ひ

美しい花の咲く町  美咲町

花
で
町
を
盛
り
上
げ
た
い

花
で
町
を
盛
り
上
げ
た
い飛
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10人の子ども議員が町政を問う 10人の子ども議員が町政を問う

問　
私
は
将
来
、美
咲

町
に
残
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
働
け

る
場
所
が
あ
る
の
か
不

安
で
す
。

　
現
在
美
咲
町
に
は
働

け
る
場
所
が
ど
の
く
ら
い

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
若
者
が
帰
っ
て

く
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
環
境
が
あ
る
の
か

教
え
て
く
だ
さ
い
。

答　
従
業
員
４
人
以

上
の
企
業
は
、
美
咲

町
内
に
38
社
、
柵
原
地
域

に
は
18
社
あ
り
ま
す
。
ま

た
福
祉
施
設
や
農
業
で
働

く
人
、
近
隣
の
工
業
団
地

で
働
く
人
も
多
く
い
ま
す
。

　

美
咲
町
で
は
就
職
定
住

祝
い
金
や
子
育
て
支
援
な

ど
、若
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
支
援
を
行
って
い

ま
す
。

　

生
ま
れ
育
っ
た
地
元
を

大
切
に
思
い
、ぜ
ひ
町
に
残

っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

将
来
働
け
る
場
所
を

　
 

8
番
議
員  

柵
原
中
学
校
3
年  

稲い
な
谷や　
嘉ひ

ろ
と人
ひ
ろ
と人

地元で育ち  地元で働く

問　
柵
原
地
域
に
高

速
道
路
が
通
る
と

聞
き
ま
し
た
。
現
在
そ
の

計
画
が
ど
の
く
ら
い
進
ん

で
い
る
の
か
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
立
ち
退
き
を
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
人
が

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
も

し
い
る
の
な
ら
、
そ
の
人

た
ち
へ
の
対
応
を
ど
う
す

る
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答　
ご
質
問
の
道
路
は

美
作
岡
山
道
路
と
い

う
自
動
車
専
用
道
路
で
、

飯
岡
地
区
に
は
イ
ン
タ
ー

チ
ェン
ジ
が
で
き
る
計
画
が

あ
り
、
町
か
ら
は
県
に
事

業
推
進
の
要
望
書
を
提

出
し
て
い
ま
す
が
、一
部
で

計
画
を
心
配
す
る
声
も

あ
り
ま
す
。

　

立
ち
退
き
が
必
要
な
人

に
は
、家
屋
調
査
や
引
っ
越

し
を
お
願
い
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
意
見
を
十

分
に
聞
き
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

柵
原
地
域
の
道
路
計
画
は

　

 

9
番
議
員  

柵
原
中
学
校
3
年  

山や
ま
田だ　
輝か

づ
き月

柵
原
地
域
の
道
路
計
画
は

柵
原
地
域
の
道
路
計
画
は

か
づ
き月

柵原インターチェンジ  イメージ図

問　
柵
原
中
学
校
へ

の
通
学
路
が
土
砂

崩
れ
で
通
行
止
め
に
な

り
、
現
在
迂
回
を
し
て
い

ま
す
。
登
下
校
時
は
交
通

量
が
多
く
、
先
日
は
事
故

も
発
生
し
、
危
険
や
不
安

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
休
日
の
部
活
の
際
は
見

守
り
の
人
も
お
ら
ず
、
信

号
も
な
い
の
で
横
断
歩
道

が
渡
り
づ
ら
い
で
す
。

　
土
砂
崩
れ
箇
所
の
修

繕
工
事
の
状
況
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

答　
現
在
、崩
落
箇
所

の
調
査
を
行
っ
て
お

り
、
原
因
の
解
析
や
工
事

方
法
の
検
討
を
行
っ
た
後
、

復
旧
工
事
に
入
る
予
定
で

す
。

　
７
月
下
旬
頃
ま
で
に
仮

の
防
護
柵
の
設
置
工
事
を

完
了
さ
せ
、
通
行
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

通
行
可
能
と
な
っ
て
も

登
下
校
時
に
は
さ
ら
に
注

意
し
て
、
安
全
な
通
学
を

お
願
い
し
ま
す
。

通
学
路
、工
事
の
状
況
は

　

 

10
番
議
員  

柵
原
中
学
校
３
年  

福ふ
く
田だ　
愛ま

菜な

通
学
路
、工
事
の
状
況
は

通
学
路
、工
事
の
状
況
は菜

安全な通学路へ



編
集

後
記

　
　
「
一
点
の
偽い

つ
わ
り

も
な
く
青
田
あ

り
」。
山
口
誓
子

が
詠
ん
だ
句
の
景
色
が
、
こ

こ
美
咲
町
に
も
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　

一
方
で
町
政
に
目
を
向
け

ま
す
と
、『
一
点
の
偽い

つ
わ

り
も

な
く
』議
会
運
営
や
行
政
運

営
が
行
わ
れ
て
い
る
だ
ろ
う

か
と
自
問
自
答
す
る
こ
と
が

あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

６
月
定
例
会
で
は
副
町
長

の
選
任
や
国
か
ら
派
遣
さ
れ

る
人
材
支
援
制
度
な
ど
が
議

論
さ
れ
、
７
月
か
ら
は
新
た

な
執
行
部
体
制
が
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

　

町
が
誇
る
青
田
の
風
景
の

よ
う
に
『
一
点
の
偽い

つ
わ
り
も
な

く
』町
民
の
皆
様
か
ら
み
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
努
め
て
参
り
ま
す
。   

（
松
島
幸
一 

記
）
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会
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編
集
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会
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ドキドキの打合せ

みんなで傍聴堂々の質問！

緊張したね

「貴重な経験でした」

みんな頑張りました

無事に終わって「ホッ」
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